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　町内のあちらこちらで4月上旬、美しい桜の花が咲き誇っていました。松岡西幼児園の園児たちは、「さく
らきれいだね。」と満開の桜を見上げていました。 

ぼくらのお庭も春満開！ ぼくらのお庭も春満開！ ぼくらのお庭も春満開！ 
松岡西幼児園

戸籍の窓 3月分まで（届出順・敬称略） 

赤
ち
ゃ
ん 

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ 

お
く
や
み 

2008年4月1日現在（前月比） 

合　計　20,228人　（△51） 

　男　　 9,760人　（△41） 

　女　　10,468人　（△10） 

世帯数　 6,092世帯（△30） 

（住民基本台帳より　外国人含む） 

いかだ流しコンテスト、ちびっこ舟下り、 
炎神戦隊 ゴーオンジャーショーなど 
楽しい企画が盛りだくさん！ 

6月1日（日）は松岡河川公園にぜひお越しください。 

いかだ流しコンテスト、ちびっこ舟下り、 
炎神戦隊 ゴーオンジャーショーなど 
楽しい企画が盛りだくさん！ 

6月1日（日）は松岡河川公園にぜひお越しください。 
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5
月
号

かさまつ　るなちゃんごみ　ほのかちゃんいしだ　かずまくん

名
　
前
　
性
別

保
護
者
　
　
住
　
所

市
荒
川

南
部
　
敬
二

市
荒
川

白
井
佐
知
子

福
井
市

松
岡
室

高
柳
　
徹
也

松
岡
室

渡
邉
　
明
恵

福
井
市

中
島

反
保
　
直
哉

中
島

橋
詰
　
千
裕

福
井
市

牧
福
島

前
田
　
宏
志

牧
福
島

杉
原
　
　
恵

福
井
市

松
岡
松
ヶ
丘
１
尾
崎
　
光
雄

松
岡
松
ヶ
丘
1

鈴
木
　
美
希

静
岡
県
磐
田
市

東
古
市

伊
藤
　
信
久

東
古
市

伊
東
　
明
美

大
野
市

松
岡
芝
原
2

吉
田
　
忠
純

松
岡
芝
原
2

佐
藤
麻
衣
子

坂
井
市

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
た
く
な
い
人
は
、

届
け
出
た
際
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

笠
松
　
琉る

奈な

女
　
和
浩
・
恵
里
　
山

五
味
　
穂
香

ほ
の
か

女
　
義
仁
・
明
生
子

松
岡
志
比
堺

石
田
　
千
真
か
ず
ま

男
　
昌
也
・
有
美
　
せ
せ
ら
ぎ

森
塚
　
大だ
い

斗と

男
　
信
介
・
朱
美
　
松
岡
下
合
月

木
戸
口
美み

海う

女
　
隆
也
・
智
美
　
松
岡
松
ヶ
原
3

瀧
波
　
里り

菜な

女
　
良
博
・
里
美
　
松
岡
湯
谷

中
出
　
桃も
も

加か

女
　
和
男
・
宏
美
　
松
岡
薬
師
１

天
谷
　
栞か
ん

乃の

女
　
和
也
・
あ
ん
ず

け
や
き
台

後
川
　
和な

月つ
き

男
　
和
宏
・
陽
子
　
松
岡
下
合
月

土
谷
　
心し

ん

嘉か

男
　
貴
弘
・
直
子
　
松
岡
松
ヶ
原
1

馬
場
　
結ゆ
い

菜な

女
　
智
照
・
い
ず
み

松
岡
樋
爪

南
　
　
遥
日

は
る
か

女
　
栄
一
郎
・
麻
岐
　
松
岡
吉
野
堺

谷
口
　
蓮れ
ん

斗と

男
　
陽
祐
・
英
恵
　
松
岡
観
音
2

近
藤
　
　
登
　
81

野
中

小
林
　
一
馬
　
80

松
岡
芝
原
３

酒
井
　
　
　
　
91

清
水

中
西
眞
喜
子
　
53

松
岡
薬
師
１

南
部
ス
テ
ヲ
　
88

石
上

林
　
　
　
洋
　
91

松
岡
神
明
２

反
保
　
正
木
　
94

中
島

山
下
　
俊
一
　
88

東
古
市

原
コ
ヅ
ヱ
　
87

光
明
寺

田
中
レ
イ
子
　
73

松
岡
兼
定
島

南
　
　
嘉
子
　
90

松
岡
吉
野
堺

笠
松
　
雪
子
　
72

松
岡
松
ヶ
原
４

坂
下
　
　
信
　
91

鳴
鹿
山
鹿

伊
藤
　
正
三
　
74

松
岡
神
明
３

長
谷
川
　
昭
　
76

松
岡
神
明
１

東
　
　
　
吉
　
82

松
岡
春
日
１

角
谷
　
　
工
　
82

松
岡
春
日
３

道
2

建
二
　
75

山
王

名
　
前

年
齢

住
　
所

新
住
所
　
　
　

名
　
前
　
　
　
　
旧
住
所

松
岡
春
日
2

南
部
　
高
宏

松
岡
春
日
2

分
野
　
絵
梨

池
田
町

松
岡
吉
野
堺

布
目
　
弘
樹

松
岡
吉
野
堺

尾
形
　
　
歩

越
前
市

諏
訪
間

田
嶋
　
　
建

轟

林
　
　
佳
枝

福
井
市

松
岡
松
ヶ
原
3
内
藤
　
達
志

若
狭
町

上
野
ひ
と
み

敦
賀
市

松
岡
春
日
3

林
　
　
清
隆

松
岡
春
日
3

粟
田
　
友
江

福
井
市



1個 動機づけ支援 

2個 積極的支援 

0個 情報提供 

1・2個 動機づけ支援 

3個 積極的支援 

0個 

　
広
報
4
月
号
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
発
見
す
る
た
め

の
特
定
健
康
診
査
、
ま
た
、
予
防
・
改
善
の
た
め
の
保
健
指
導
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

　
40
歳
〜
74
歳
の
人
を
対
象
と
し
た
特
定
健
診

を
受
診
さ
れ
た
人
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
危
険
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
保
健
師

に
よ
る
「
保
健
指
導
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
各
自
の

健
診
結
果
や
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
に
合
わ
せ
、
今

後
ど
う
す
れ
ば
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

撃
退
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
が
で
き
る
か
を
専
門

指
導
者
（
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
運
動
指
導
士

な
ど
）
に
よ
り
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
合
っ
た
改

善
策
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ
ま
す
。 

　
特
定
健
康
診
査
（
40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
人
を

対
象
）
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

発
見
す
る
た
め
の
検
査
を
中
心
と
し
ま
す
。
腹
囲

の
測
定
な
ど
新
た
な
検
査
項
目
を
加
え
て
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
ま
た
は
、
予

備
群
と
な
る
人
に
改
善
の
た
め
の
指
導
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。 

  

●
尿
検
査
（
尿
タ
ン
パ
ク
、
尿
糖
） 

●
身
体
計
測
（
身
長
、
体
重
、
B
M
I
） 

●
腹
囲
測
定
（
お
へ
そ
ま
わ
り
） 

●
血
圧
測
定 

●
血
液
検
査
　
脂
質
（
中
性
脂
肪
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）・

糖
尿
（
空
腹
時
血
糖
、
Ｈ
ｂ
Ａ
1
Ｃ
）・
肝
機

能
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
γ
―
Ｇ
Ｐ
Ｔ
） 

●
医
師
の
指
示
に
よ
り
心
電
図
、眼
底
、貧
血
あ
り 

★
医
療
保
険
者
に
よ
り
一
部
健
診
内
容
が
異
な
り

ま
す
。 

  

　
先
に
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
全
戸
配
布
さ
れ
て

お
り
ま
す
健
診
日
程
の
ご
案
内
を
ご
覧
に
な
っ
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

Ａ
、 
国
民
健
康
保
険
加
入
の
人 

①
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
を
す
る
。 

②
保
健
セ
ン
タ
ー
よ
り
受
診
券
・
問
診
票
が
送
ら

れ
て
く
る
。 

③
健
診
当
日
は
、
送
ら
れ
て
き
た
受
診
券
・
問
診

票
・
保
険
証
を
持
参
し
受
診
す
る
。 

Ｂ
、 

国
民
健
康
保
険
以
外
の
人 

①
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
に
受
診
券
に
つ
い

て
問
い
合
わ
せ
を
す
る
。 

②
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
か
ら
受
診
券
が
送

ら
れ
て
き
た
ら
町
の
特
定
健
診
の
申
し
込
み
を

す
る
。 

③
健
診
当
日
は
、
送
ら
れ
て
き
た
受
診
券
・
問
診

票
・
保
険
証
を
持
参
し
受
診
す
る
。 

特
定
健
診
の
内
容
は
？ 

特
定
健
診
を
受
け
る
に
は
？ 

平
成
２０
年
度
か
ら
特
定
健
康
診
査
と
特
定
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。 

特
定
保
健
指
導
と
は
？

特
定
保
健
指
導
と
は
？ 

特
定
保
健
指
導
と
は
？ 

予
防
・
改
善
の
た
め
の 

　
　
　
保
健
指
導
が
行
わ
れ
ま
す 

平成19年度基本健診受診者中（40歳～74歳まで）の 

　永平寺町の特定保健指導対象者人数 
　平成19年度の基本健診結果から永平寺町では積極的支援に該当
する人が63人おられました。また、45歳～59歳までの男性で
は、約2人に1人が積極的支援の該当者でした。 

動脈硬化   

積極的支援 
63人 

動機づけ支援 
221人 

情報提供 
503人 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム 

　
　 

あ
な
た
は
ど
の
タ
イ
プ
？ 

スタート！ 

情報提供 

あなたの特定健康診査 
受診結果から 

あなたはいくつ当てはまりますか？ 
Q3

あなたのタイプは… 

あなたのタイプは… 

P4へ 

いいえ いいえ 

1.血糖異常  
空腹時血糖値… 
100mg/dl以上 

HbA1c… 
5.2%以上 

 
のいずれか、または
両方または、薬剤治
療を受けている場合 

2.脂質異常  
中性脂肪… 

150mg/dl 
HDLコレステロール値… 

40mg/dl未満 
 
のいずれか、または
両方または、薬剤治
療を受けている場合 

3.血圧異常  
最高（収縮期）血圧… 
　130mmHg以上 
最低（拡張期）血圧… 

85mmHg以上 
 
のいずれか、または
両方または、薬剤治
療を受けている場合 

情報提供 

Q1が「はい」の方で 

Q2が「はい」の方で 

詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ
へ 

はい 

はい 

Q1
あなたの腹囲は 
　　何センチですか？ 

男性…85cm以上 
女性…90cm以上 

あなたのBMI値は 
　　25以上ですか？ 

Q2

体重（kg）／身長（m）×身長（m） 

BMIの計算式 

特 集  

永平寺町脱メタボ宣言 

特 集  

永平寺町脱メタボ宣言 

永
平
寺
町 

脱
メ
タ
ボ
宣
言
宣
言 
脱
メ
タ
ボ
宣
言 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム 
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メタボリックシンドロームが強く疑われます メタボリックシンドロームが強く疑われます。 メタボリックシンドロームが強く疑われます。 
　半年間にわたり積極的に保健師、管理栄養士、健康運動指導士など
の専門指導者によって保健指導が行われます。自分が実践できる目標
を決めて、それに向かって積極的に実行できるように専門指導者が支
援します。支援方法は、個人面接や集団教室、電話やメール、手紙で
の支援です。半年後に実行できたかどうかの確認があります。 
※ただし、65歳以上の人は指導内容が変わります。 

メタボリックシンドロームの予備群です。 メタボリックシンドロームの予備群です。 メタボリックシンドロームの予備群です。 
　保健師、管理栄養士、健康運動指導士などの専門指導者による保健
指導を1回行います。自分の生活習慣をどう改善すればよいのかを知
り、実践できる目標など定めて、それを行動に移せるよう指導を行い
ます。半年後に実行できたかどうか確認をします。 

今はメタボリックシンドロームの可能性が 
少ない人です。 
今はメタボリックシンドロームの可能性が 
少ない人です。 
今はメタボリックシンドロームの可能性が 
少ない人です。 
　今後も、健康な生活を続けていくための好ましい生活習慣とは、どん
なものか情報を得ることができます。 

積極的支援レベルとなり 
　　ヘルスアップ教室（平成19年度）に参加した人の声 
積極的支援レベルとなり 
　　ヘルスアップ教室（平成19年度）に参加した人の声 

　教室参加で、体重が4kg減、
腹囲5cm減った宇随幸子さん。 

町のヘルスアップ教室に 
参加した吉峰貞夫さん 

みごと半
年間で 

　メタボ
脱出成功

！！ みごと半
年間で 

　メタボ
脱出成功

！！ 
半年で減

量成功！ 

　　　　
血圧も低

下に 半年で減
量成功！ 

　　　　
血圧も低

下に 

　目標全てクリアできメタ
ボ脱出できた！！1日2時間
の運動を続けており、食事
量を腹七分目にしました。
脂物、アルコール、甘い物
を徹底的に控えました。 

（吉峰さん） 

　目標は7kgマイ
ナスでしたが4kg
減になりました。
運動をしている時
は寝つきが良かっ
たです。また続け
ていきたいです。 

平成18年度の 
基本健診 
結果より 

特 集  

永平寺町脱メタボ宣言 

積極的支援 

動機づけ支援 

情報提供 

に該当した人は 

に該当した人は 

に該当した人は 

乳幼児健診・相談日程 乳幼児健診・相談日程 

平成20年度 健診とがん検診 平成20年度 健診とがん検診 

今月の予防接種対象者 今月の予防接種対象者 

お問い合わせ 

松岡保健センター  161-0111 
永平寺保健センター  163-2868 
上志比保健センター  164-3000

保健通信

広報永平寺5月号5 広報永平寺5月号 4

予防接種名 対　象　者

ＢＣＧ（結核）
個別予防接種

平成20年1月1日～
1月31日生まれのお子さん

三種混合
（ジフテリア・
百日咳・破傷風）
個別予防接種

≪1期初回≫
平成19年12月1日～

12月31日生まれのお子さん
≪1期追加≫
平成18年12月1日～

12月31日生まれのお子さん

麻しん・風しん
1期個別予防接種

平成19年4月1日～
4月30日生まれのお子さん

★対象者には町から問診票を送付します。

★接種場所は町内指定医療機関となります。送付案
内をご覧ください。

★町から配布されております「予防接種と子供の健
康」、あるいは「予防接種手帳」を必ず読んで接種
してください。

★問診票は裏面までよく読み、問診内容は自宅で必
ず記入してください。

健診・相談内容

育児相談
（4ヶ月～5ヶ月児）

対　　象　　児

平成20年1月1日～
2月29日生まれ

日　　程

6月3日（火）

場　　所

松岡保健センター
（松岡福祉総合センター内）

時　　間

午前9時10分
～9時30分まで受付け

１歳6ヶ月児
健診

平成18年9月16日～
10月31日生まれ

5月16日（金） 午後1時30分～
2時まで受付け

3歳児健診
平成17年3月16日～

4月30日月生まれ
5月20日（火） 午後1時30分～

2時まで受付け

日　程

6月11日（水）

6月22日（日）

7月08日（火）

7月11日（金）

8月11日（月）

9月05日（金）

9月09日（火）

9月11日（木）

9月23日（火）

項目・時間

会　　場

上志比保健センター

永平寺開発センター

松岡多目的集会センター（吉野ざおう荘）

松岡保健センター

永平寺保健センター

上志比保健センター

永平寺保健センター

松岡ふるさと学習館

永平寺開発センター
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○
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7時30分～ 8時30分～10時 13時～14時

毎月11日は『健診の日』受診をご希望の人は、必ず各保健センターまでお申し込みください。

受付時
間



シ
ョ
ッ
ト 

シ
ョ
ッ
ト 

交通安全を心がけて 
　春の交通安全県民運動に併せて4月 7日、街
頭指導が行われました。永平寺署、交通安全団
体会員、町議員、町職員ら約 90名が、町内約
50ヶ所で交通安全を呼びかけました。児童たちは、
「おはよう」と元気よくあいさつをして登校して
行きました。 

　また、大本山永平寺で4月10日、交通安全の
祈願が行われ、その後町内3地区に分かれて雲
　衆による交通安全たく鉢も行われました。雲
　衆が鈴を鳴らしながら門前商店街に向かうと、
住民は浄財を差し出し手を合わせていました。
この日の浄財は、交通安全協会を通じて交通遺
児基金などに役立てられます。 

一般県道 舟橋松岡線「松岡観音跨線橋」 開通！！ 
　3月28日、永平寺町松岡室と福井市北野上町を結ぶ一般県道舟橋松岡線の「松岡観音跨線橋」が
開通しました。 
　この跨線橋は、松岡清流地区から福井市への重要なアクセスとして、地域の利便性、地域の発展に
かかせない道路です。地権者の皆さまをはじめ関係各位のご尽力により、跨線橋158メートルを含む
約430メートルが完成し、関係者のテープカットで開通を祝いました。 
《通行制限》 
　松岡観音跨線橋は、自動車専用道路です。歩行者および自転車の通行はできません。 

福山新貫首「晋山開堂」 
第七十九世貫首に福山諦法禅師 

 　曹洞宗大本山永平寺の第79世貫首福山諦法禅師の
晋山式が4月 5日、厳かに営まれました。全国各地
から福山禅師の晋山を祝い、多くの宗門関係者信徒
らが参列し、古式ゆかしい式典を見守りました。 
　福山新貫首は午後一時、金襴のけさをまとい地蔵
院を出発。貫首の晴れ姿を祝うため、信者たちに埋
めつくされた参道を一歩一歩確かめるようにゆっく
り進みました。行列には、大田大穣監院の先導のもと、
大勢の僧侶や侍者、縁者らが従いました。唐門をく
ぐり大ぼん鐘が鳴り響く中、山門へ進み、仏殿さら
に承陽殿では、開祖道元禅師らに就任の挨拶を行い
ました。続いて光明蔵では、代々の貫首に受け継が
れる寺印を引き継ぎ、永平寺貫首となりました。 
　式後、記者会見に臨んだ福山貫首は、「道元禅師が
行っていたそのままを行っていきたい。若い雲水に
は実行で示し、体で教えていきたい。」と穏やかな口
調で話していました。 

大きくなって帰ってきてね 
　3月 26日、松岡地区の園児たち103名が、
九頭竜川のサクラマスの稚魚（ヤマメ）約五
千匹を九頭竜川に放流しました。これは、九
頭竜川のイメージアップを図ろうと行われた
もの。園児たちは、県の担当者からサクラマ
スや、卵の様子などを教えてもらい、元気に
泳いでいく稚魚に「大きくなって帰ってきてね。」
と声をかけていました。 

障害者の自立を支援 
　障害者の地域生活を支援するＮＰＯ法人「永平
寺スマイルハート」の設立記念式典が3月29日、
町消防本部3階大会議室で開催されました。永平
寺スマイルハートは、町障害者自立支援センター（永
平寺保健センター内）で、障害者への支援を幅広
く行っています。さらに、町は平成20年度から地
域活動支援センター事業を委託します。この事業
では、3障害者の放課後障害児童預かりを主に取
り組み、相談受け付けやパソコン教室を開いてい
きます。お気軽にご利用、ご相談ください。 

しんさん 

きんらん 

からもん 

うん 

のうしゅう 

まちかどショット

広報永平寺5月号 6

まちかどショット

広報永平寺5月号7

山門に向かう福山新貫首

テープカットする町長ほか関係者
稚魚を放流する園児たち

永平寺スマイルハート設立記念会

松岡小学校前での街頭指導

門前街での交通安全たく鉢
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ま
す
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○
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土
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付
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ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
（
　
　
こ

の
識
別
マ
ー
ク
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。） 

例 ◎
ボ
ト
ル
類
（
台
所
用
洗
剤
・
シ
ャ
ン
プ

ー
・
食
器
用
洗
剤
・
目
薬
・
調
味
料
な

ど
） 

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
今
ま
で
通
り
分
別
収

集
し
ま
す
。 

◎
ト
レ
イ
・
パ
ッ
ク
・
カ
ッ
プ
類
（
食
品

ト
レ
イ
・
豆
腐
の
パ
ッ
ク
・
卵
の
パ
ッ

ク
・
プ
リ
ン
・
カ
ッ
プ
め
ん
容
器
　
な

ど
）　 

※
ト
レ
イ
だ
け
の
分
別
収
集
は
な
く
な
り

ま
す
。
ト
レ
イ
も
プ
ラ
ご
み
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
袋
、
包
装
類
（
パ
ン
・
お
菓
子
・
レ
ジ

袋
・
米
　
な
ど
） 

◎
そ
の
他
（
果
物
な
ど
に
つ
い
て
い
る
緩

衝
材
・
飲
料
水
な
ど
の
容
器
の
ラ
ベ
ル
・

キ
ャ
ッ
プ
　
な
ど
） 

■
注
意
点 

①
中
身
を
使
い
切
り
、
汚
れ
て
い
る
も
の

は
軽
く
水
洗
い
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
軽
く
水
洗
い
し
て
も
汚
れ
が
落
ち
な
い

も
の
は
、
燃
え
る
ご
み
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

②
金
属
や
紙
な
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外
の

部
分
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。 

③
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
専
用
の
指

定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
出
す
場
所
・
曜
日 

・
各
地
区
の
決
め
ら
れ
た
場
所
へ 

（
燃
え
る
ご
み
を
出
す
場
所
） 

・
月
2
回
収
集
　（
松
岡
地
区
、
永
平
寺

地
区
　
第
2
・
4
水
曜
日
）（
上
志
比

地
区
　
第
1
・
3
水
曜
日
） 

 

こ
し
の
国
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ 

　（
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
1
Ｃ
Ｈ
）
で
、 

プ
ラ
ご
み
分
別
方
法
に
つ
い
て 

　
左
記
の
時
間
帯
に
放
映
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

①
8
時
30
分
〜
　
②
12 
時
30
分
〜
　 

③
18
時
30
分
〜
　
④
 22 
時
〜 

※
諸
事
情
に
よ
り
放
映
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。 

 

お
問
い
合
わ
せ 環

境
課
　
1

６１
ー
3
9
4
6

ご
存
知
で
す
か
！ 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
で

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
で 

　
　
　
　
　
加
入
記
録
の
確
認
を
」

　
　
　
　
　
加
入
記
録
の
確
認
を
」 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
で

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
で 

　
　
　
　
　
加
入
記
録
の
確
認
を
」

　
　
　
　
　
加
入
記
録
の
確
認
を
」 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
で 

　
　
　
　
　
加
入
記
録
の
確
認
を
」 

年金・プラスチック製容器包装

広報永平寺5月号9

図書館だより

広報永平寺5月号 8

新
着
図
書
の
ご
案
内

新
着
図
書
の
ご
案
内 

新
着
図
書
の
ご
案
内 

  
 『

赤
ち
ゃ
ん
を
小
さ
な
人
と
感
じ
た
ら
…
』 

関
　
美
奈
子 

『
生
き
る
意
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い
』田
口
　
ラ
ン
デ
ィ 

『
解
体
さ
れ
る
ニ
ッ
ポ
ン
』 

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ル
フ
ォ
ー
ド 

『
家
族
の
経
済
学
』　
橘
木
　
俊
詔 

『
家
庭
で
簡
単
！
グ
ラ
ス
デ
ザ
ー
ト
』 

お
菓
子
倶
楽
部 

『
が
ん
が
転
移
・
再
発
し
た
と
き
す
ぐ
に
知
り
た
い 

　
Ｑ
＆
Ａ
』　
矢
沢
サ
イ
エ
ン
ス
オ
フ
ィ
ス 

『
肝
臓
を
強
く
す
る
お
い
し
い
食
事
』　
主
婦
の
友
社 

『
効
く
重
曹
パ
ワ
ー
』　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
通
信
社 

『
ケ
ー
タ
イ
カ
メ
ラ
活
用
術
』　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版 

『
恋
の
王
朝
絵
巻
伊
勢
物
語
』　
岡
野
　
弘
彦 

『
こ
ど
も
の
ヘ
ア
カ
ッ
ト
と
ま
と
め
髪
』 ブ

テ
ィ
ッ
ク
社 

『
5
分
で
で
き
る
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ 

1
0
0
倍
楽
し
む
本
』　
木
村
　
研 

『
こ
れ
で
安
心
！
知
っ
て
よ
か
っ
た
年
金
Ｑ
＆
Ａ
』 

　
三
宅
　
明
彦 

『
裁
判
員
法
廷
』　
芦
辺
　
拓 

『
知
っ
て
お
き
た
い
日
本
史
の
名
場
面
事
典
』 

大
隈
　
和
雄 

『
職
場
の
う
つ｢

社
会
復
帰｣

プ
ロ
グ
ラ
ム
』 

渡
部
　
芳
徳 

『
女
性
は｢

話
し
方｣

で
9
割
変
わ
る
』  

福
田
　
健 

『「
だ
か
ら
Ｂ
型
だ｣

っ
て
言
う
な
！
』　
御
瀧
　
政
子 

『
ツ
バ
メ
記
念
日
』　
重
松
　
清 

『
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
』 

ト
ル
ー
マ
ン
・
カ
ポ
ー
テ
ィ 

『
日
本
人
の
背
中
』　
井
形
　
慶
子 

『
脳
が
み
る
み
る
甦
る
53
の
実
践
』
米
山
　
公
啓
　 

『
一
坪
家
庭
菜
園
』
藤
田
　
智 

『
ふ
っ
く
ら
、
愛
し
い
ち
り
め
ん
の
押
し
絵
あ
そ
び
』 

き
く
ち
　
の
ば
ら 

『
ほ
ん
と
う
の
環
境
問
題
』　
池
田
　
清
彦 

『
流
星
の
絆
』　
東
野
　
圭
吾 

『
レ
ン
ガ
ワ
ー
ク
入
門
』　
地
球
丸 

 『
い
ち
ね
ん
せ
い
の
が
っ
こ
う
た
ん
け
ん
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
か
　
し
ゅ
う
ぞ
う 

『
カ
ス
ピ
ア
ン
王
子
の
つ
の
ぶ
え
』　
Ｃ
・
Ｓ
・
ル
イ
ス 

『
消
え
た
空
き
巣
犯
を
追
え
！
』　
那
須
　
正
幹 

『
く
ろ
く
ま
く
ん
』　
松
澤
　
由
佳 

『
せ
ん
を
た
ど
っ
て
い
え
の
な
か
へ
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ラ
・
ユ
ン
ク
ヴ
ィ
ス
ト 

『
せ
ん
ね
ん
ま
ん
ね
ん
』　
ま
ど
　
み
ち
お 

『
そ
の
ウ
サ
ギ
は
エ
ミ
リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
っ
！
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
レ
シ
ッ
ダ
・
コ
ー
ウ
ェ
ル 

『
伝
説
の
迷
路
』　
香
川
　
元
太
郎 

『
ト
プ
シ
ー
と
ア
ン
ガ
ス
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
フ
ラ
ッ
ク 

『
友
だ
ち
幻
想
』　
菅
野
　
仁 

『
な
わ
と
び
し
ま
し
ょ
』　
長
谷
川
　
義
史 

『
日
本
の
す
が
た
2
0
0
8
』矢
野
恒
太
記
念
会 

『
ヒ
メ
ち
ゃ
ん
』　
荒
井
　
良
二 

『
ま
じ
ょ
の
お
と
し
も
の
』　
油
野
　
誠
一 

『
み
ん
な
の
ひ
つ
じ
さ
ん
』　
五
味
　
太
郎 

『
め
ん
こ
』　
鷹
家
　
碧 

『
予
防
に
役
立
つ
感
染
症
の
事
典
』　
北
里
研
究
所 

『
り
ん
ご
の
え
ほ
ん
』 

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
レ
ル
・
Ｋ
・
ネ
ー
ス
ル
ン
ド 

『
あ
お
い
ぼ
う
し
の
の
ん
ち
ゃ
ん
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
た
に
　
み
よ
こ 

『
う
さ
ぎ
の
に
ん
じ
ん
』　
な
か
が
わ
　
り
え
こ 

『
ひ
よ
こ
の
ぴ
ー
』　
て
ら
む
ら
　
て
る
お 

     

町
立
図
書
館（
旧
松
岡
図
書
館
）
1

６１
ー
7
1
1
7 

町
立
図
書
館
永
平
寺
館
　
　
　
1

６３
ー
2
1
1
1 

町
立
図
書
館
上
志
比
館
　
　
　
1

６４
ー
3
1
7
0 

開
館
時
間
　
１０
時
〜
１８
時 

※
町
立
図
書
館
の
み
火
・
木
曜
日
は
１０
時
〜
２０
時 

一
般
図
書

 

児
童
図
書

 

お
問
い
合
わ
せ 
『いちねんせいのがっこうたんけん』 

おか　しゅうぞう 
（佼成出版社） 

『裁判員法廷』 
芦辺　拓 

（文藝春秋） 

山本
やまもと

瑛
あき

音
と

くん　1歳
（松岡春日3）

ぼく、上手に“もしもし”できる
よ！電話で遊ぶの大好きQ今から誰
に電話しようかな…？

小林
こばやし

明
あ

夕
ゆ

美
み

ちゃん　1歳
（松岡松ヶ原）

絵本が大好きです。表情を変えたり
おしゃべりしながら楽しく読んでま
す。



お問い合わせ　税務課　161－3944

お
問
い
合
わ
せ 

　
住
民
生
活
課
　
1

６１
ー
3
9
4
5

軽自動車税・固定資産税の 
納付が始まります 

軽自動車税・固定資産税の 
納付が始まります 

軽自動車税・固定資産税の 
納付が始まります 

　
最
近
、
本
人
に
な
り
す
ま
し
て
虚
偽
の

届
出
や
各
種
証
明
書
の
不
正
請
求
を
す
る

事
件
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
一
部
の
届
出
に
つ
い
て
は
窓
口

で
本
人
確
認
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
法

律
の
改
正
に
よ
り
、
住
民
票
な
ど
の
証
明

書
の
請
求
に
つ
い
て
も
窓
口
に
来
ら
れ
る

人
の
『
本
人
確
認
』
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 

1
、対
象
と
な
る
手
続
き 

①
住
民
異
動
届
出 

　
転
入
、
転
居
、
転
出
、
世
帯
合
併
、

世
帯
分
離
、
世
帯
変
更
、
世
帯
主
変
更

届
出 

②
戸
籍
届
出 

　
婚
姻
、
離
婚
、
養
子
縁
組
、
養
子
離

縁
、
認
知
、
不
受
理
申
出 

③
証
明
書
の
請
求 

　
住
民
票
、
戸
籍
謄
抄
本
、
除
籍
謄
抄

本
、
戸
籍
の
附
票
、
身
分
証
明
書
な
ど 

 

2
、本
人
確
認
の
た
め
の
書
類 

①
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書 

　
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
顔
写
真
付
き
）、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
そ
の
ほ
か
官
公
署

が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明

書
な
ど 

②
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
お
持
ち

で
な
い
場
合
、
次
の
中
か
ら
2
点
以

上
お
持
ち
く
だ
さ
い 

　
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
年
金
証

書
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真

な
し
）、
診
察
券
、
学
生
証
、
社
員
証

な
ど 

③
こ
れ
ら
の
書
類
が
な
い
人
は
、
住
民
生

活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

軽自動車税・固定資産税の納付が始まります。 
納付書は5月9日頃、発送予定です。 

1.軽自動車税納付期限 

2.固定資産税納付期限 
1　期 

6月2日 
2　期 

7月25日 
3　期 

12月25日 
4　期 

2月25日 

福井県からのお知らせ 福井県からのお知らせ 
平成20年5月から 

コンビニ納税が始まります！！ 
　平成 20 年 5月から、県の税金の一
部がコンビニエンスストアでも納める
ことができるようになります。それに
伴い、自動車税の納税通知書が変更に
なります。これまでは『はがき』タイ
プのものでしたが、『封書』によりお手
元に届くようになりますので、他の郵
便物などとお間違えのないようにご注
意ください。 
　また、納税通知書によりコンビニエ
ンスストアで納めた場合にも納税証明
書は発行されますので、大切に保管し
てください。 

お問い合わせ 

　福井県税務課　120－0256

●固定資産税の前納報奨期限は第1期納期限と同日となります。 
●前納報奨金額の計算は次のとおりです。 
　前納報奨金額 ＝第2期税額 × 0.5 % × 18ヶ月 
●建物を取り壊された場合は、お手数ですがご連絡ください。 
※税の納付は便利な口座振替をお勧めします。 
　　口座振替日は毎期25日、祝祭日など休日の場合は翌営
業日となります。 

1　期　 6月2日 

5月1日 
より 

防 防 
消 消 

お問い合わせ　永平寺町消防署　161－0179　FAX 61－0168 
永 平 寺 分 署　163－2345 
上 志 比 分 署　164－2180

火災・救急・ 
　　救助は119
火災・救急・ 
　　救助は119

今すぐ設置してください！ 今すぐ設置してください！ 今すぐ設置してください！ 
　住宅用火災警報器の設置期限が 平成20年6月1日 と間近に迫っています！法令に基づく義務設置で
す。設置されていない場合は、法律違反となります。 
　まだ設置されていない人は、大切な命と財産を守るためにも、住宅用火災警報器を今すぐ設置してくだ
さい。 
　住宅用火災警報器設置の助成金制度も義務設置期限の平成20年6月1日まで延長されました。 
　基準どおり設置し、「住宅用火災警報器設置届出書兼住宅用防災機器助成金申請書」および警報器の領収
書を添付し、消防署へ提出してください。購入金額の3分の1以内で最高2,000円を助成します。 
　詳しくは、消防署まで問い合わせください。 

ホームページアドレス　http://www.shobo.town.eiheiji.lg.jp

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
者
を
拡
大

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
者
を
拡
大 
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
者
を
拡
大

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
者
を
拡
大 
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
者
を
拡
大 

お
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
健
課
　
1

６４
ー
2
2
1
1

お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
1

６１
ー
3
9
4
1

　
現
在
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
対
象
者
を
、
平

成
20
年
6
月
か
ら
小
学
校
3
年
生
修
了
前
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。 

 

●
手
続
き 

　
小
学
校
1
〜
3
年
生
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
対
象
児
童
の
保
険
証
・
印
鑑
（
認

め
印
）
を
お
持
ち
の
う
え
、
本
所
・
支
所
の
窓
口
に
て
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

※
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
で
現
在
乳
幼
児
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
人
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
効
期
限
を
小
学
校
3

年
生
修
了
の
日
に
書
き
換
え
た
新
し
い
受
給
者
証
を
5
月
下
旬
頃
に

送
付
し
ま
す
。 

　
平
成
20
年
4
月
1
日
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
経
路
、

ダ
イ
ヤ
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

　
上
志
比
地
区
に
お
い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て
運
行
を

開
始
し
ま
す
の
で
、
す
べ
て
の
町
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
６０
歳
以
上
の
対
象
者
に
配
布
し
ま
し
た
「
無
料
パ
ス
券
」
は
、
降

車
の
際
に
乗
務
員
に
見
せ
る
だ
け
で
何
回
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
大
切
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。（
3
月
末
に
郵
送
済
み
で
す
） 

　
ま
た
、
各
車
内
に
ご
意
見
用
紙
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
関
す
る
ご
意
見
な
ど
を
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

年金・お知らせ
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消防・お知らせ
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コミュニティバス（松岡地区）

本庁　住民生活課



永平寺町の資金融資制度をご利用ください 永平寺町の資金融資制度をご利用ください 
永平寺町が提携していて、低金利で安心なローンです。 

働く人の生活安定資金融資制度について 

●対象者 
　　永平寺町内に1年以上住所を有する就業者で町税
を完納している人 
●貸付金の使途および限度額 
　生活維持向上に必要な資金（自家用車購入費、家
の修繕費など）1人150万円以内 
●貸付金利子 
　・借り入れ期間3年以内 

年利2.0%（H20年4月現在） 
　・借り入れ期間3年を超え5年以内 

年利2.4%（同上） 
●償還方法　元利均等月賦償還 
 
※取り扱いは下記金融機関で行います。 
　・サラリーマン（賃金労働者）の場合 
　　　北陸労働金庫福井支店（122－5678） 
　・自営業者など（就業者全般）の場合 
　　　福井信用金庫松岡支店（161－1170） 
　　　越前信用金庫北郷支店（10779－89－1114） 

中小企業資金融資制度について（創業支援も追加） 

　町は中小企業の経営を応援しています。新しく事業
を開始するか、開始して1年経過していない中小企業
者もこれから創業支援の対象になります。 
●貸付金の使途および限度額 
　・使　途　運転資金　設備資金　　 
　・限度額 
　ア　1年以上営業している事業者の場合 

1,500万円以内 
　イ　創業資金融資を受けようとする場合 

自己資金と同額を限度とした500万円以内 
●貸付金利子　年利1.70%（H20年4月現在）但し、 
　　　　　　　創業支援は2.00% 
●償 還 期 間　5年以内 
●信 用 保 証　県信用保証協会の保証をつけること 
●利 子 補 給　貸付利率の0.5%を超える利息分を補給 
●保証料補給　保証料の2分の1に相当する額を補給 
※窓口業務を行う金融機関 
　福井銀行松岡支店（161－1200） 
　　　　　　永平寺支店（163－3220） 
　　　　　　上志比支店（164－2323） 
　福邦銀行松岡支店（161－0063） 
　福井信用金庫松岡支店（161－1170） 
　越前信用金庫北郷支店（10779－89－1114） 

※各融資制度の利率や補給内容などについては今後変更されることがあります。 

平成19年度における永平寺町情報 
　　　公開制度の運用状況について 

※これらのほかに不存在文書に対する公開請求が1件 
　ありました。 

請求件数 
不服申立て 
件数 

処理状況 

公開件数 

3　件 3　件 0　件 0　件 

非公開件数 

平成20年度　狩猟免許試験の実施について 平成20年度　狩猟免許試験の実施について 平成20年度　狩猟免許試験の実施について 
　福井県では、平成20年度の狩猟免許試験を下記の
とおり実施します。 
試験日　8月3日（日） 
会　場　福井県立大学福井キャンパス　共通講義棟1階 
申請期間　6月2日（月）～7月23日（水） 
詳しい内容は下記までお問い合わせください。 
お問い合わせ　福井農林総合事務所　121－0010 

　　　福井県安全環境部自然保護課　120－0306

ご案内
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くらしの情報
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有限会社 ヤマギシ 福井県吉田郡永平寺町飯島２３-５ TEL ６３－２６０５　FAX ６３－４２４４ 

ホットあげの直売店（旧まどか） 

食の安心と安全に重視し、美味しい食品作りに心がけています。 

定休日：月・水曜日 

携帯 090－2031－8109

福井ワシントンホテル 

★永平寺町民特典★ 
ご新郎ご新婦さまどちらかが 
永平寺町民の場合ホテルまでの 
往復送迎バスをプレゼント！ 
詳しくはブライダルサロンまで 
お問い合わせください。 

TEL 0776-27-4122
www.copularen.com/rinn

松岡営業所 〒９１０-１１１８ 永平寺町松岡薬師１-７９  TEL 61－0680
E-mail：info@asahi-p.jp

春のスタートに… 

名刺・封筒・あい
さつ状 

チラシやパンフ、
 

WEB関係特価対
応中！ 

名刺・封筒・あい
さつ状 

チラシやパンフ、
 

WEB関係特価対
応中！ 

皆様の夢をお手伝いします！ 

福邦銀行　松岡支店 

吉田郡永平寺町松岡春日１丁目31番地の2 
電話（0776）61－ 0063

働
き
た
い
と
希
望
し
て
い
る
人
や
、
就

業
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
に
就
業
相
談
員
や
母

子
自
立
支
援
員
な
ど
が
一
緒
に
考
え
ま

す
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
・
寡
婦
家
庭

の
人
の
不
安
、
悩
み
な
ど
の
相
談
も
受
け

て
い
ま
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。

日
　
時

5
月
26
日
（
月
）
10
時
〜
15
時

場
　
所

松
岡
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
翠
荘

お
問
い
合
わ
せ

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
　
1

２１
ー
0
7
3
3

福
井
県
福
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

福
祉
課
　
1

３６
ー
2
8
5
7

「
特
別
遺
族
給
付
金
」
の
請
求
期
限
は

平
成
21
年
3
月
27
日
ま
で
で
す
。

ま
だ
の
人
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
13
年
3
月
26
日
以
前
に
石
綿
に
よ

る
疾
病
で
死
亡
さ
れ
た
労
働
者
の
ご
遺
族

で
時
効
に
よ
り
労
災
保
険
給
付
を
受
け
る

権
利
が
消
滅
し
た
人
に
は
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
労
災
保
険
法
に
よ
る
遺
族
補
償
給
付
に

つ
い
て
は
、
請
求
手
続
き
を
行
わ
な
い
で

死
亡
さ
れ
た
日
の
翌
日
か
ら
5
年
を
経
過

し
た
場
合
に
は
、
時
効
に
よ
り
遺
族
補
償

給
付
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

※
こ
れ
ら
の
請
求
手
続
き
な
ど
の
ご
相
談

や
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

福
井
労
働
局
労
災
補
償
課

1

２２
ー
2
6
5
6

世
界
に
は
ま
だ
ま
だ
紛
争
や
自
然
災

害
、
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い

ま
す
。
救
護
活
動
で
の
医
療
を
は
じ
め
、

献
血
の
協
力
や
救
急
法
を
広
め
た
り
、
被

災
地
で
の
救
護
活
動
を
行
っ
た
り
、
命
を

助
け
る
赤
十
字
の
活
動
は
国
境
を
越
え
て

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
資
金
は
、
赤
十
字
の
理

念
や
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

の
社
費
、
寄
付
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お

り
、
毎
年
5
月
を
赤
十
字
社
員
増
強
運
動

月
間
と
し
て
社
費
、
寄
付
金
の
募
集
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
運
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
を
支
援
し
て

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
保
健
課

1

６４
ー
2
2
1
1

町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
『
炉
ば
た
ト
ー

ク
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
松
本
町
長
と
膝
を

突
き
合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

熱
く
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
希
望

の
人
は
、
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
サ

ー
ビ
ス
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課1

６１
ー
3
9
4
1

永
平
寺
町
役
場(

本
庁)

、
あ
わ
ら
市
役

所
お
よ
び
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
（
ア
オ
ッ
サ
）
に

設
置
す
る
自
動
交
付
機
で
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
を
用
い
る
こ

と
に
よ
り
、
各
種
証
明
書
【
住
民
票(

世

帯
全
員
ま
た
は
個
人)

、
印
鑑
登
録
証
明

書(

個
人)

、
所
得
課
税
証
明
書
（
個
人
）】

を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
典
1

証
明
書
交
付
手
数
料
　
2
0
0

円
（
窓
口
の
場
合
3
0
0
円
）

特
典
2

平
日
時
間
外
・
休
日
も
証
明
書

が
取
得
で
き
ま
す
。（
7
時
30

分
〜
20
時
　
永
平
寺
町
役
場
本

庁
の
場
合
）

お
問
い
合
わ
せ
　
住
民
生
活
課

1

６１
ー
3
9
4
5

母
子
家
庭
等
就
業
巡
回
相
談
を

開
催
し
ま
す

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康

被
害
者
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

”
歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
“『
町
長
の

炉
ば
た
ト
ー
ク
』
行
っ
て
い
ま
す
！

赤
十
字
の
活
動
資
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
自
動
交

付
機
で
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
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人事異動・保育料
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人事異動
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建築塗装の御用命は誠心、誠意、誠実がモットーの 
林塗装にお任せ下さい。 

代　表　　林　　 　龍　 也 

〒９１０-１１３９ 福井県吉田郡永平寺町松岡木ノ下2丁目101-5 
TEL・FAX（0776）61-3205

林　塗 装（建築塗装一式） 

パートさん大募集中！ パートさん大募集中！ 
　このたび本社工場を永平寺町松岡室23－1－1に移転

いたしました。お気軽にお電話ください。 

10776－61－0500　総務課まで 

〒910-1135 福井県吉田郡永平寺町松岡室23－1－1 
TEL.0776－61－0500  FAX.0776－61－0517

平
成
２０
年
4
月
1
日
よ
り

保
育
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

所
得
税
定
率
減
税
廃
止
、
所
得
税
の
税
源
移
譲
に
伴
い
、
幼
児
園
の
保
育
料
が
次

の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
点
は
、
2
点
で
す
。

※
青
い
字
の
部
分
が
改
正
点
で
す
。

各月初日の入所児童に属する世帯の階層区分 徴収金基準額（月額）

階層区分 定　　　　　義

第1階層

生活保護法（昭和25年法律第144号）による被
保護者世帯（単給世帯を含む）及び、中国残留邦
人等の円滑な帰国の促進および永住帰国後の自立
の支援に関する法律による支援給付受給世帯

0円 0円

第2階層

第3階層

第4階層

第5階層

第6階層

第7階層

第1階層および第4～第7階層を
除き、前年度分の町民税の額が
次の区分に該当する世帯

町民税非課税世帯

町民税課税世帯

4,000円 3,500円

第1階層を除き、前年度分の所
得税課税世帯であって、その所
得税の額の区分が次の区分に該
当する世帯

40.000円未満 18,000円

40.000円以上
103.000円未満 31,500円

103.000円以上
413.000円未満 40,000円

413.000円以上 42,000円

（午後6時降園）
16,500円

（午後4時降園）
14,000円

10,000円 6,000円

3歳未満児の場合 3歳以上の場合

その2 保育料・授業料の半額徴収基準額が
同一世帯から幼児園や幼稚園の他に、兄姉が特別支援学校幼稚部、知的障害児通園

施設、難聴幼児通園施設、肢体不自由児施設通園部、情緒障害児短期治療施設通所部
に入所又は児童デイサービスを利用している就学前児童についても算定対象人数に含
める。

■課　長

会　　計 末　永　正　見 上図書館

監　　理 清　水　　　満 上町民サ

住民生活 岡　本　栄　一 会　　計

環　　境 山　田　和　郎 福祉保健

福祉保健 浅　野　秀　信 生涯学習

生涯学習 大　道　正　一 監　　理

上町民サ 酒　井　則　義 （派遣）こしの国

■参　事

税　　務 竹　内　和　英 学校教育

農　　林 山　本　清　美 住民生活

学校教育 太　喜　雅　美 永地域整備

永町民サ 長谷川　斉　男 税　　務

永地域整備 南　部　辰　夫 農　　林

上町民サ 山　田　幸　稔 企画財政

上図書館 中　村　耕　夫 福祉保健

（派遣）こしの国 酒　井　暢　孝 上 水 道

■課長補佐

企画財政 清　水　和　仁 税　　務

住民生活 南　部　裕美子 生涯学習

税　　務 石　田　常　久 （派遣）広域圏

同 酒　井　宏　明 税 　 務

福祉保健 酒　井　健　司 農　　林

商工観光 川　上　善　照 商工観光

松岡保健セン 高　沢　チエ子 上志比保健セン

同 南　部　裕　之 松岡保健セン

上 水 道 柿　木　治　彦 永町民サ

永生涯分 木　村　勇　樹 福祉保健

（派遣）商工会 吉　川　貞　夫 企画財政

（派遣）広域圏 黒　川　浩　徳 監　　理

■主　査

会　　計 三　村　孝　子 監　　理

総　　務 竹　澤　隆　一 永 地 域

同 寺　岡　孝　純 総　　務

企画財政 青　木　恵都子 （派遣）広域圏

監　　理 木　戸　佳都美 学校教育

福祉保健 伊　藤　信　久 永生涯分

商工観光 源　野　陽　一　　商工観光

松岡保健セン 多　田　直　美 福祉保健

上志比保健セン 笠　島　和　栄 松岡保健セン

永町民サ 荒　井　博　美 永町民サ

上地域整備 竹　内　啓　二 上地域整備

同 岡　部　和　紀 同

松岡図書館 森　下　瑞　恵 松岡図書館

■主　事

監　　理 中　野　　　大 上町民サ

子 育 て 戸　庭　ひとみ 住民生活

学校教育 上　杉　知　子 生涯学習

生涯学習 池　端　時　枝 会　　計　　

上町民サ 近　藤　達　宏 総　　務

■園　長

松岡幼稚園 鈴　木　しず子 吉野幼稚園

吉野幼稚園 西　　　弘　実 松岡幼稚園

志比南幼児園 山　田　順　子 志比幼児園

志比幼児園 田　中　かよ子 志比北幼児園

志比北幼児園 長谷川　みち子 志比南幼児園

■保育士

御陵幼児園 加　藤　　　薫 志比南幼児園

なかよし幼児園 松　井　靖　子 志比幼児園

志比幼児園 辻　村　樹　里 なかよし幼児園

志比南幼児園 竹　下　優　里 御陵幼児園

■調理員

吉野幼稚園 中　村　和　恵 吉野小学校

松岡幼稚園 小　山　八重子 吉野幼稚園

西幼児園 青　木　清　美 御陵小学校

上志比幼児園 酒　井　美紀子 上志比給食セン

吉野小学校 本　多　裕　子 松岡幼稚園

御陵小学校 清　水　邦　枝 松岡西幼児園

志比南小学校 佐々木　晴　美 永平寺中学校

永平寺中学校 長谷川　八重子 志比南小学校

上志比給食セン 朝　日　貴　代 上志比幼児園

■用務員

松岡小学校 小　林　哲　也 吉野小学校

■退　職

平　野　信　二　　鈴　木　一　子

中　村　佳　愛　　

■消防司令－課長級

総務課長 幸　川　両　蔵 警防課長　
（消防司令） （消防司令）

予防課長 御　簗　　　博 予防課参事
（消防司令） （消防司令）

警防課長 竹　内　貞　美 総務課参事
（消防司令） （消防司令）

分署統括官 山　口 勉 警防課参事
（消防司令） （消防司令）

■消防司令－参事級

上志比分署長 前　田　治　和 永平寺分署長
（消防司令） （消防司令）

総務課参事 山　田　裕　治 上志比分署長補佐
（消防司令） （消防司令補）

予防課参事 中　村　昭　雄 予防課長補佐
（消防司令） （消防司令補）

警防課参事 朝　日　光　彦 永平寺分署長補佐
（消防司令） （消防司令補）

■消防司令－課長補佐級

予防課長補佐 坪　田　 満 警防課長補佐
（消防司令） （消防司令補）

警防課長補佐 鈴　木　信　一 警防課長補佐
（消防司令） （消防司令補）

上志比分署長補佐 木　戸　幸　助 上志比分署長補佐
（消防司令） （消防司令補）

■消防司令補－課長補佐級

永平寺分署長 鈴　木　忠　幸 上志比分署長
（消防司令補） （消防司令補）

永平寺分署長補佐 黒　谷　鉄　男 上志比分署主任
（消防司令補） （消防士長）

上志比分署長補佐 坪　田　正　人 上志比分署主任
（消防司令補） （消防士長）

上志比分署長補佐 鈴　木　勝　博 永平寺分署主任
（消防司令補） （消防士長）

上志比分署長補佐 川　崎　義　秀 警防課主任
（消防司令補） （消防士長）
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■消防士長－主任級

警防課主任 高　島　大　進 総務課主任
（消防士長） （消防士長）

上志比分署主任 道　幸　 誠 永平寺分署主任
（消防士長） （消防士長）

警防課主任 笹　岡　哲　朗 永平寺分署
（消防士長） （消防副士長）

予防課主任 戸　枝　宏　介 予防課　
（消防士長） （消防副士長）

永平寺分署主任 上　杉　　　眞 永平寺分署
（消防士長） （消防副士長）

永平寺分署主任 江　守　真　幸 永平寺分署
（消防士長） （消防副士長）

■消防副士長－一般職

警 防 課 菅　谷　 了 警 防 課　
（消防副士長） （消防士）

上志比分署 谷 原 洋 上志比分署
（消防副士長） （消防士）

上志比分署 西　村　光　平 永平寺分署
（消防副士長） （消防士）

■消防士－一般職

永平寺分署 川　島　和　成 上志比分署
（消防士） （消防士）

■新採用

総務課付け（福井県消防学校入校）
（消防士） 吉　田　典　文　　　

総務課付け（福井県消防学校入校）
（消防士） 平　野　剛　志　　　

■退　職

総務課長 中　村　泰　男　　
（消防司令）

予防課長 斉　藤　秀　康　　
（消防司令）

新 氏　　　名 旧 新 氏　　　名 旧 新 氏　　　名 旧

その1 保育料徴収基準額の入所児童の属する世帯の階層区分の定義
（第1階層及び第4～第7階層）




